
(学校名)

2.6  

重点目標
【前期】
・成果
・課題

　 高学年になるほど自分を見つめる目が厳しくなり、長所だけを評価することに躊躇す
る姿が見られる。他者からも評価される場をつくり、自尊感情を高める必要がある。

重点目標１　　　　　　　　　　　　＜成果＞
重点取組１　導入で課題意識を持たせる提示を行ったので、ほとんどの子どもたちが、「めあてに
向かって勉強している」と自覚している。
重点取組２　流れ図やノートなどから前時まで学習を振り返らせることで、自分なりの見通しをもつ
子どもの割合が大きく伸びた。

よさ　「いいとこみつけ」の設定や、学級通信でのお知らせ、掲示物での頑張りの紹介など、いろい
ろな方法で、見つけて伝える取り組みを行い、９割の児童が肯定的に見ることができている。

重点取組４　学習過程のプレートを用いたことで、１時間の学習の流れがわかりやすくなった。ま
た、板書をもとに自分の考えや１時間の学習の足跡がわかるノートづくりができた。

重点目標２　　　　　　　　　　　　＜成果＞
挨拶　４月の生活のめあてで重点的に指導し、95%の児童が「あいさつをしている」と自覚できてい
る。

重点取組３　考えや根拠をホワイトボードなどを用い、可視化して話し合う場を設けたので、考えや
わけをよく発表していると考える子どもの割合が増えてきている。

　自分の考えを書けたという子どもの割合が下がった。見通しを精選し、考える（書く）
時間を十分とる。
 書いたことをそのまま読む子が多い。話し手を見て、わかるように話す・説明するとい
う意識を持たせる。
　教師といっしょにまとめることはできるので、板書にキーワードをもとに自分でまとめ
が書けるようにしていく。

掃除　掃除の放送で、「頑張ることを決めましょう」と声かけをすることで、スイッチの時間の意味が
子どもたちにも伝わってきたと感じる。
言葉　７月の生活のめあてに「あったか言葉」を設定し、具体的には各学級で実態に応じて決めさ
せた。学級の課題にピンポイントにめあてを立て、帰りの会でふり返りをすることができた。

　「自分から」挨拶をすることができていない子もまだ多いため、8･9月の生活のめあて
で意識化を図る。
 　掃除場所が変わる度に掃除の仕方が分からなくなり、再度指導が必要になる。場所
ごとの掃除の仕方の指導に工夫が必要である。また、10月の生活目標で重点化を図
　 呼び捨て、あだな、相手の気持ちを考えない発言や、自分の言動を自覚できていな
い児童もみられる。人権週間や学級力向上プロジェクト等で言葉を大切にする意味も

 掃除の仕方の定着のため、マニュアルを作ったり、教え合う時間を
取ったりして、学級で工夫する。10月の生活のめあてで重点化を図
る。

 継続指導を行う。また、学級力向上プロジェクトの
仲間作りの中でも取り組んでいく。

平成２９年度　７月学校自己評価
Ⅰ　学校教育目標

八女市立三河小学校

具体的目標

⑨重点目標達成の組織運営

⑩特色ある学校づくり・小中
連携教育の推進

⑦健康教育の実施

④基本的生活習慣の育成

⑤キャリア教育の充実

評価共通項目

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充実

⑥道徳教育の充実

めざす
子どもの

姿

めざす
学校の姿

③授業改善の推進

めざす
教職員の

姿

後期

○よく考える子ども
○心の美しい子ども
○元気な強い子ども

～地域に信頼され、夢ふくらむ楽しい学校～
○規律があり、活気に満ちた学校
○心豊かな教育環境の見える学校
○教職員が生き生きと協働する学校
○地域のよさを生かし、地域へ発信する開かれた学校

～保護者・地域住民に信頼される教師に～
○教育に対する強い情熱を持つ教師
○確かな指導力をもつ教師
○総合的な人間力をもつ教師

Ⅱ　小・中学校共通項目の評価

Ⅲ　本年度の重点目標に関する評価

・友だちに温かい言葉を使う。

学習過程のプレートを用い、学習の足跡が分かる構造的な板書を
行う。

 

 

 

 子どもたちにとってさらに必然性を感じる課題を提
示することで、子どもたち自身のめあてにしていく。

 時間配分を考え、自分の考えを書く時間を十分とる。最後
まで、粘り強く課題に取り組むための支援を工夫する。

 キーワード、アンダーライン、囲む等の板書の工夫をし、発
達段階を考え、子どもたち自身が、板書をもとに自分でまと
めができるように段階を追って指導する。

3.0

生活の月目標にそって、朝の会で意識づけたり帰りの会で振り返
えらせたりする。 3.1

前期

⑧危機管理計画の実施

本年度の
重点目標

１　筋道立てて考える子ども育成
２　きまりを守り、互いのよさを認め合う子どもの育成

2.8

評価項目 後期評価

 ８・９月の生活のめあてにあげて、意識化させ、再
定着を図る。

1

2

・静かに、時間いっぱい、隅々
まで協力してそうじを行う。

後期改善方策前期評価具体的方策

2.8

2.7

3.0

その場に応じた掃除を指導したり、反省会で掃除のしかたをふり
返らせたりする。

教師が正しい言葉をつかい、子どもに相手のことを考えた言葉の
使い方を指導する。

導入を工夫して課題意識を持たせたり、学習の必然性を感じたり
させる。

見通しをもとに、自力解決の結果や道筋、自分の考えや根拠を記
録するノート指導を行う。 2.8

 １２月の生活のめあてで「いいとこみつけ」に取り組む。
学級の実態に応じ、学級通信で子どもたちの頑張りを知らせて
いく。

学習や生活の中で子ども一人一人のよさや頑張りを認め、学級通
信等でそのよさや頑張りを伝える。

 

 

 

・まとめを話したり書いたりす
る。 【重点取組４】

・わかりやすく説明する。
【重点取組３】

学年の発達段階に応じた話型に沿って、自分の考えとその根拠を
順序よく説明させる。

⑤　係活動や委員会活動では、学級や学校の一員として役割を自覚し仕事をすることができた子
どもが多かった。学習や学校行事を通して協力して取り組むことができた。

②　研究テーマ、方法の周知と研究授業を通してユニバーサルデザインの視点を生かした授業に
なった。そのことで配慮を要する児童にも分かりやすい授業を目指すことができた。

⑦前期は低・高学年は、歯科衛生士による歯の保健指導を計画的に実施できた。スポーツタイム
においても、計画的に実施できた。

⑧自然災害を考慮した防災避難訓練においては、計画的に、共通理解のもと実施できている。

  中学年の歯の保健指導を実施する。また、感染症が流行し出す前に委員会活動等を
通してうがい・手洗いの指導を行う。

＜成果＞ ＜課題・改善方策＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜課題＞
　「やってみたい！」「できるようになりたい！」というような子ども自身のめあてになるよ
うに課題の提示の仕方を工夫する。

　　　　＜課題＞ 

 わかりやすく説明できている子をモデルとする。考えを深め
る問いなどさらに工夫することで、思考を深める。

・自分のめあてをつくる。
【重点取組１】

・自分の考えを書く。
【重点取組２】

自分にはよいところがあると答
えることができる。

⑥  道徳の時間においては、いかに自分の問題として考えさせるかに重きを置いて指導を行った。
資料の読み取りにならないよう学年に応じた道徳ノートを工夫し、内面を見つめる過程を重視する
ことができた。

・いつでも、どこでも、誰にで
も、自分からあいさつする。

　道徳の時間においては、いろいろな表現方法を学年に応じて工夫し、道徳ノートと連
動した学習活動を展開していく。

　前年度までの個別の支援計画、指導計画を担任の先生に渡す時期が遅れた。学校
全体のファイルとともに、学級のファイルも作り、４月に担任に渡すようにする。

  見通しに時間がかかり、自力解決や交流の時間が足りなかったので、「考える」の後
段に重点を置いて授業する。

　定着が不十分な個々や学年もある。月のめあてを活かして、指導を重点化して取り
組むようにする。

　自主的に仕事ができるという点では不十分。係や学校内の仕事を分担させたり、役
立つ活動を見つけさせるなどして自主的に仕事ができるようにしていく。

 

④　月のめあてに沿って取り組み、反省までできている学級が多い。朝会での校長先生の話・掃除
の放送・学級ごとのめあて作りなど、効果があった。八女市共通

【前期】
・成果
・課題

学力タイムの取り組みを計画的に行い、チームで協力して準備にあたる。

つまづきが予想されるものについては、事前にヒントカード、自分で解決・説明できる子
には、チャレンジ問題を準備しておく。

　機会を捉えて（他校での事例が挙がった時や学校行事提案時）、危機管理マニュア
ルの周知を行う。

③　学習過程を意識した授業を行った。学習プレートを使うことで、子どもたちにも学習過程の意識
づけができた。模擬授業を行うことで、反応を予想し、手立ての付加修正ができた。

⑨　学力向上検証サイクルの見える化をし、長期的、中短期的取り組みを考え、実践することがで
きた。月の目標も中期的に考え、子どもの実態から月目標を不可修正し、設定した。

⑩一人一人の実態をつかみ、支援が必要な子に個別の支援をして、定着を図った。

① 週案に学力向上に関する具体的方策を立てて指導をしたことで、話の聞き方、ノートの書き方な
ど、子どもたちの意識も高まってきた。

　算数は、単元の学習が終わっても、繰り返し練習する。（少ない問題でも毎日継続し
て取り組ませる。）

0

1
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3

4

①基礎学力の

定着 
②特別支援教

育の充実 

③授業改善の

推進 

④基本的生活

習慣の育成 

⑤キャリア教育

の充実 
⑥道徳教育の

充実 

⑦健康教育の

推進 

⑧危機管理計

画の実施 

⑨重点目標達

成の組織運営 

⑩特色ある学

校づくり・小… 
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①基礎学力… 

②特別支援… 

③授業改善… 

④基本的生… 

⑤キャリア… 

⑥道徳教育… 

⑦健康教育… 

⑧危機管理… 

⑨重点目標… 

⑩特色ある… 



前期評価 総合評価 後期評価 総合評価
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【前期の総合評価】
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3.0
3.3

【後期の総合評価】
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥道徳教育の充実

9

10 朝の基盤学習や月曜日の放課後の学力タイムに組織的に取り組み基礎・基本の定着を図る。　

学級力向上プロジェクトに取り組んだり、学級目標を設定したりして自律的な学級づくりをしている。　

⑤キャリア教育の充
実

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充実

③授業改善の推進

3.4

3.1

1

⑦健康教育の実施7

 

6

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充
実

③授業改善の推進 既習の知識や生活体験をもとに見通しを立てさせ、子どもが意欲的に学習に取り組んでいる。　

自分から誰にでも元気なあいさつができるように朝の会や帰りの会で指導する。

友だちにいやな言葉を言わないように言葉遣いの指導をする。
係活動や委員会活動を責任を持ってやり遂げるように指導する。

そうじの３つのめあてを守るように指導する。
4

学習や学校行事等を通して協力して、課題解決に取り組むように指導する。

いろいろな表現方法（吹き出し、表情図など）を使って考えを深めさせる。

年間指導計画や別葉を基に、計画を立て指導している。　

個別の指導計画・教育支援計画対象の子ども及び配慮を要する子どもに、実態に応じた丁寧な指導をする。

週案に学力向上に関する具体的方策を立て、２週間毎に振り返り次の週の方策を立てている。

学習規律育成計画、家庭学習の手引きをもとに学習習慣を身につける。

歯の健康や病気予防（手洗い・うがいなど）に関する指導を行う。
計画的なスポーツタイムを実施し、運動に親しむようにしている。　

危機管理マニュアルを活用したり見直したりして、職員に周知を図る。
防災防犯訓練等を実施したり、自然災害等への臨時の対応をしたりしている。　

校長のリーダーシップに基づき目標達成にむけた職務を主体的に行う。　

PDCAのサイクルを学校改善に生かす。  

 

3.1

 

 3.1

2.9

3　評価の資料の平均が２．５～３．２

2　評価の資料の平均が１．５～２．５

 

 

 

④基本的生活習慣の育成

⑤キャリア教育の充実

 

3.2

3.0

3.3

⑩特色ある学校づくり・小
中連携教育の推進

3.1

⑩特色ある学校づくり・小
中連携教育の推進

 

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充実

③授業改善の推進

④基本的生活習慣の育成

4　達成できている（８割以上）

3　だいたい達成できている（６割以上）

2　あまり（４割以上）

⑤キャリア教育の充実

⑥道徳教育の充実

⑦健康教育の推進

B

2

 

個別の指導計画・教育支援計画を市のモデルに基づいて作成する。

学校自己評価作業シート

小項目

2.7

小中学校共通評価項目チェックリスト

3

 

学級経営案に記入している市販テスト・学力検査等の数値目標値を達成する。

3.4

8

⑩特色ある学校づく
り・小中連携教育の推
進

5

④基本的生活習慣の
育成

⑧危機管理計画の実
施

⑨重点目標達成の組
織運営

⑦健康教育の実施

⑧危機管理計画の実施

評価基準

1　達成できていない（４割未満）

1　評価の資料の平均が１．５未満

⑧危機管理計画の実施

⑨重点目標達成の組織運営

A

4　評価の資料の平均が３．２以上

⑨重点目標達成の組織運営

評価項目

⑥道徳教育の充実
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⑧危機管理計画の実施 

⑨重点目標達成の組織運

営 

⑩特色ある学校づくり・小

中連携教育の推進 
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①基礎学力の定着 

②特別支援教育の充実 

③授業改善の推進 

④基本的生活習慣の育成 

⑤キャリア教育の充実 

⑥道徳教育の充実 

⑦健康教育の推進 

⑧危機管理計画の実施 

⑨重点目標達成の組織運

営 

⑩特色ある学校づくり・小

中連携教育の推進 




